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(57)【要約】
　軸の周りに回転することが可能なハウジングを含む照
明ユニット１４ａ，ｂが開示されている。各照明ユニッ
トは上記ハウジングに取り付けられた少なくとも１つの
光源１６ａ，ｂ／１８ａ，ｂを有し、該光源から放出さ
れる光の強度は調整可能である。該照明ユニットはセン
サ５４０ａ，ｂも有し、該センサは上記ハウジングの軸
の周りの回転に応答して重力等の所定の基準に対する該
ハウジングの向きを決定する。該照明ユニットは上記セ
ンサ及び光源に接続されたコントローラ５００ａ，ｂを
更に有し、該コントローラは上記光源から放出される光
の強度を上記の決定されたハウジングの向きに基づいて
自動的に調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１軸の周りで回転可能なハウジングと、
　前記ハウジングに取り付けられ、放出される光の強度が調整可能である少なくとも１つ
の光源と、
　所定の基準に対する前記ハウジングの向きを決定するセンサと、
　前記センサと前記光源との間に動作可能に接続されて、前記少なくとも１つの光源から
放出される光の強度を前記ハウジングの決定された前記向きに基づいて自動的に調整する
コントローラと、
を有する、照明ユニット。
【請求項２】
　前記ハウジングに取り付けられたハウジングマウントを更に有する、請求項１に記載の
照明ユニット。
【請求項３】
　前記コントローラと前記少なくとも１つの光源との間に動作可能に接続される光源ドラ
イバを更に有する、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項４】
　前記センサが加速度計である、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項５】
　前記所定の基準が重力場である、請求項４に記載の照明ユニット。
【請求項６】
　前記センサが光センサ又は磁気センサである、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項７】
　前記ハウジングに取り付けられると共に前記少なくとも１つの光源に動作可能に接続さ
れるヒートシンクを更に有する、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの光源の各々が光学エレメントを有する、請求項１に記載の照明ユ
ニット。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの光源が１以上のＬＥＤを有する、請求項１に記載の照明ユニット
。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの光源がＬＥＤの二次元アレイを有する、請求項９に記載の照明ユ
ニット。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの光源は第１光源及び第２光源を有し、該第１光源及び第２光源が
前記ハウジング上に互いに対して或る角度で取り付けられる、請求項１に記載の照明ユニ
ット。
【請求項１２】
　前記ハウジングが第１の向きにある場合、前記第１光源により放出される光の強度は前
記第２光源により放出される光の強度より強く、前記ハウジングが第２の向きにある場合
、前記第１光源により放出される光の強度は前記第２光源により放出される光の強度より
弱い、請求項１１に記載の照明ユニット。
【請求項１３】
　長軸に沿って延びるレールと、
　前記レールに前記長軸の周りで選択的に回転すべく取り付けられた複数の照明ユニット
と、
を有し、該複数の照明ユニットの各々が、ハウジングと、少なくとも１つの光源と、所定
の基準に対する前記ハウジングの向きを決定するセンサと、前記センサと前記光源との間
に動作可能に接続されて、前記少なくとも１つの光源のうちの少なくとも１つの所定の特
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性を当該照明ユニットの前記決定された向きに基づいて自動的に調整するコントローラと
、を有する、
照明器具。
【請求項１４】
　前記複数の照明ユニットの各々が、前記長軸の周りに独立に回転可能である、請求項１
３に記載の照明器具。
【請求項１５】
　前記複数の照明ユニットの各々が、前記コントローラと前記少なくとも１つの光源との
間に動作可能に接続された光源ドライバを更に有する、請求項１３に記載の照明器具。
【請求項１６】
　前記センサが加速度計である、請求項１３に記載の照明器具。
【請求項１７】
　前記複数の照明ユニットの各々が、前記ハウジングに取り付けられると共に前記少なく
とも１つの光源に動作可能に接続されたヒートシンクを更に有する、請求項１３に記載の
照明器具。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの光源は第１光源及び第２光源を有し、該第１光源及び第２光源が
前記ハウジング上に互いに対して或る角度で取り付けられる、請求項１３に記載の照明器
具。
【請求項１９】
　前記ハウジングが第１の向きにある場合、前記第１光源により放出される光の強度は前
記第２光源により放出される光の強度より強く、前記ハウジングが第２の向きにある場合
、前記第１光源により放出される光の強度は前記第２光源により放出される光の強度より
弱い、請求項１３に記載の照明器具。
【請求項２０】
　前記コントローラは、更に、前記少なくとも１つの光源のうちの少なくとも１つの所定
の特性を当該照明器具内の他の照明ユニットの前記決定された向きに基づいて自動的に調
整する、請求項１３に記載の照明器具。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの光源が１以上のＬＥＤを有する、請求項２０に記載の照明器具。
【請求項２２】
　長軸に沿って延びるレールと、該レールに前記長軸の周りで独立に回転すべく取り付け
られた複数の照明ユニットとを有し、該複数の照明ユニットの各々が少なくとも１つの光
源を有する照明器具を用いて所望の照明パターンを形成する方法であって、
　前記複数の照明ユニットのうちの少なくとも１つの第１の向きを、前記複数の照明ユニ
ットのうちの該少なくとも１つの回転に応答して自動的に決定するステップと、
　前記回転された照明ユニットの少なくとも１つの光源から放出される光の強度を、該照
明ユニットの前記決定された第１の向きに基づいて自動的に調整するステップと、
を有する、方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの光源は第１光源及び第２光源を有し、該第１光源及び第２光源が
ハウジング上に互いに対して或る角度で取り付けられる、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記回転された照明ユニットの少なくとも１つの光源から放出される光の強度を該照明
ユニットの前記決定された向きに基づいて自動的に調整するステップが、
　前記回転された照明ユニットが前記第１の向きに回転された場合に、前記第１光源によ
り放出される光の強度を増加させると共に前記第２光源により放出される光の強度を低下
させるステップ、
を有する、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
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　前記複数の照明ユニットのうちの少なくとも１つの第２の向きを、前記複数の照明ユニ
ットのうちの該少なくとも１つの第２の回転に応答して自動的に決定するステップと、
　前記回転された照明ユニットの少なくとも１つの光源から放出される光の強度を、該照
明ユニットの前記決定された第２の向きに基づいて自動的に再調整するステップと、
を更に有する、請求項２３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［０００１］本発明は、広くは照明器具に関する。更に詳細には、ここに開示される本
発明の種々の方法及び装置は空間方位（空間的な向き）に基づいた光特性制御機能を有す
る照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　［０００２］デジタル照明技術、即ち発光ダイオード（ＬＥＤ）等の半導体光源に基づ
く照明は、伝統的な蛍光灯、ＨＩＤ及び白熱電球に対する発展性のある代替品を提供して
いる。ＬＥＤの機能的利点及び利益は、高いエネルギ変換及び光学効率、耐久性、低運転
コスト並びに多くの他のものを含む。ＬＥＤ技術における近年の進歩は、多くの用途にお
いて種々の照明効果を可能にするような効率的且つ丈夫な全スペクトル光源を提供してい
る。これらの光源を具現化した照明器具の幾つかは、例えば米国特許第6,016,038号、第6
,211，626号及び第7,014,336号（参照により、本明細書に組み込まれる）に詳細に説明さ
れているように、例えば赤、緑及び青等の異なるカラーを生じることができる１以上のＬ
ＥＤ並びに斯かるＬＥＤの出力を独立に制御して種々のカラー及び色変化照明効果を発生
させるためのプロセッサを含む照明モジュールを特徴としている。
【０００３】
　［０００３］壁面にわたって光を向ける例えばＬＥＤ等の複数の光源を組み込むと共に
、光ビームが該壁面に当たる角度を可能にするために回転可能である照明器具は、当業技
術において広く知られている。このような照明器具において、各光源から放出される光の
強度を調整する能力がない場合、光が当該面に向けられた角度が小さいほど、該壁面上の
照明効果は明るくなり、逆に、当該壁面に対する光源の角度が大きいほど、光は該壁に対
して暗く見える。このような照明効果は望ましくない／審美的に不快な明るい及び暗いス
ポットを生じさせる一方、不必要な場所に高輝度で光を供給することによりエネルギを浪
費する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　［０００４］このように、当業技術においては、照明器具であって、斯かる照明器具内
の光源の空間方位の選択的調整に基づいて、放出される光の強度を調整する能力をもたら
すような照明器具を提供する必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　［０００５］ここに開示される本発明の種々の方法及び装置は、照明器具から放出され
る光の、該光の強度（輝度）等の特性を、該照明器具の及び／又は該照明器具内の光源の
空間方位（空間的な向き）に基づいて調整することに関するものである。例えば、幾つか
の実施態様において、照明器具は選択的に調整可能な光源を含み、該光源に関連付けられ
たセンサは該光源の動きを感知すると共に、コントローラと通信して、各光源から放出さ
れる光の強度を当該光源の向きに対応するように調整する。このような方式は、個々の光
源又は照明ユニットの手動での位置再調整により、ユーザが構成可能な（設定可能な）照
明効果が発生されることを可能にする。
【０００６】
　［０００６］一態様において、本発明は、第１軸の周りで回転可能なハウジングと、該
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ハウジングに取り付けられ、放出される光の強度が調整可能である光源と、所定の基準（
データム）に対する前記ハウジングの向きを決定するように構成されたセンサと、該セン
サと前記光源との間に動作可能に接続され、前記光源から放出される光の強度を前記ハウ
ジングの前記決定された向きに基づいて自動的に調整するように構成されたコントローラ
とを有する照明ユニットに関するものである。
【０００７】
　［０００７］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは、前記コントローラと前
記光源との間に動作可能に接続された光源ドライバを更に含む。
【０００８】
　［０００８］幾つかの実施態様において、前記センサは加速度計であると共に前記所定
の基準が重力場であるか、又は前記センサは光センサ若しくは磁気センサとすることがで
きる。
【０００９】
　［０００９］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは、前記ハウジングに取り
付けられると共に前記光源に動作可能に接続されたヒートシンクを更に含む。
【００１０】
　［００１０］幾つかの実施態様において、前記光源は光学エレメントを含む。
【００１１】
　［００１１］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは、前記ハウジング上に互
いに対して或る角度で取り付けられた第１光源及び第２光源を有する。
【００１２】
　［００１２］幾つかの実施態様において、前記ハウジングが第１の向きにある場合、前
記第１光源により放出される光の強度は前記第２光源により放出される光の強度より強い
。逆に、前記ハウジングが第２の向きにある場合、前記第１光源により放出される光の強
度は前記第２光源により放出される光の強度より弱い。
【００１３】
　［００１３］本発明の該態様の種々の実施態様において、前記光源の１以上は、直線状
、二次元又は三次元構成のＬＥＤのアレイを含む、１以上のＬＥＤを有するＬＥＤ型光源
とすることができる。
【００１４】
　［００１４］他の態様において、本発明は、長軸に沿って延びるレールと、該レールに
前記長軸の周りで選択的に回転すべく取り付けられた複数の照明ユニットとを含む照明器
具に関するものであり、前記複数の照明ユニットの各々は、ハウジングと、少なくとも１
つの光源と、所定の基準に対する前記ハウジングの向きを決定するように構成されたセン
サと、該センサと前記光源との間に動作可能に接続されたコントローラとを含む。該コン
トローラは、前記光源の所定の特性を当該照明ユニットの前記決定された向きに基づいて
自動的に調整するよう構成される。
【００１５】
　［００１５］幾つかの実施態様において、前記複数の照明ユニットの各々は、前記長軸
の周りに独立に回転可能である。
【００１６】
　［００１６］幾つかの実施態様において、前記複数の照明ユニットの各々は、前記コン
トローラと前記少なくとも１つの光源との間に動作可能に接続された光源ドライバを更に
含む。
【００１７】
　［００１７］幾つかの実施態様において、前記光源は、前記ハウジング上に互いに対し
て或る角度で取り付けられた第１光源及び第２光源を有する。該実施態様の或るバージョ
ンにおいて、前記ハウジングが第１の向きにある場合、前記第１光源により放出される光
の強度は前記第２光源により放出される光の強度より強い。同様に、前記ハウジングが第
２の向きにある場合、前記第１光源により放出される光の強度は前記第２光源により放出
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される光の強度より弱い。
【００１８】
　［００１８］幾つかの実施態様において、前記コントローラは、前記照明ユニットの１
以上における１以上の光源の所定の特性を当該照明器具内の他の照明ユニットの前記決定
された向きに基づいて自動的に調整するようプログラムされる。
【００１９】
　［００１９］本発明の該態様の種々の実施態様において、前記光源の１以上は、直線状
、二次元又は三次元構成のＬＥＤのアレイを含む、１以上のＬＥＤを有するＬＥＤ型光源
とすることができる。
【００２０】
　［００２０］更に他の態様において、本発明は、長軸に沿って延びるレールと、該レー
ルに前記長軸の周りで独立に回転すべく取り付けられた複数の照明ユニットとを含み、該
複数の照明ユニットの各々が少なくとも１つの光源を有する照明器具を用いて所望の照明
パターンを形成する方法に関するものである。該方法は、（ｉ）前記複数の照明ユニット
のうちの１以上の第１の向きを、当該照明ユニットの回転に応答して自動的に決定するス
テップと、（ii）前記回転された照明ユニットの光源から放出される光の強度を、該照明
ユニットの前記決定された第１の向きに基づいて自動的に調整するステップと、を有する
。
【００２１】
　［００２１］幾つかの実施態様において、前記照明ユニットは、前記ハウジング上に互
いに対して或る角度で取り付けられた第１光源及び第２光源を有する。
【００２２】
　［００２２］幾つかの実施態様において、前記回転された照明ユニットの光源から放出
される光の強度を自動的に調整するステップは、前記第１光源により放出される光の強度
を増加させると共に前記第２光源により放出される光の強度を低下させるステップを有す
る。
【００２３】
　［００２３］幾つかの実施態様において、当該方法は、回転された照明ユニットの第２
の向きを第２の回転に応答して自動的に決定するステップと、前記回転された照明ユニッ
トから放出される光の強度を、前記決定された第２の向きに基づいて自動的に再調整する
ステップと、を更に有する。
【００２４】
　［００２４］本開示の目的のために本明細書で使用される場合、“ＬＥＤ”なる用語は
、任意の発光（エレクトロルミネッセント）ダイオード、又は電気信号に応答して放射を
発生することが可能な他のタイプの電荷注入／接合型システムをも含むものと理解される
べきである。従って、ＬＥＤなる用語は、これらに限定されるものではないが、電流に応
答して光を放出する種々の半導体型構造体、発光ポリマ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）、エレクトロルミネッセント・ストリップ等を含む。特に、ＬＥＤなる用語は、赤外ス
ペクトル、紫外スペクトル及び可視スペクトルの種々の部分（通常、約４００ナノメート
ルから約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）の１以上において放射を発生するよ
うに構成することができる全てのタイプの発光ダイオード（半導体及び有機発光ダイオー
ドを含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、これらに限定されるものではないが、種々の
タイプの赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、
琥珀色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び白色ＬＥＤを含む（後に更に説明する）。また、ＬＥＤは
所与のスペクトルに対して種々の（例えば、狭い帯域幅、広い帯域幅）帯域幅（例えば、
半値全幅又はＦＷＨＭ）及び所与の一般色分類内で種々の優勢波長を持つ放射を発生する
よう構成及び／又は制御することができると理解されるべきである。
【００２５】
　［００２５］例えば、実質的に白色光を発生するように構成されたＬＥＤ（例えば、白
色ＬＥＤ）の一構成例は、組み合わせで実質的に白色光を形成するように混ざり合うよう
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な、異なるスペクトルのエレクトロルミネッセンスを各々放出する複数のダイを含むこと
ができる。他の構成例では、白色光ＬＥＤは、第１スペクトルを持つエレクトロルミネッ
センスを別の第２のスペクトルに変換する蛍光体材料に関連され得る。この構成の一例に
おいて、相対的に短い波長及び狭い帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネッセンス
は上記蛍光体材料を“ポンピング”し、該蛍光体材料は幾らか広いスペクトルを持つ一層
長い波長の放射を放出する。
【００２６】
　［００２６］また、ＬＥＤなる用語はＬＥＤの物理的及び／又は電気的パッケージのタ
イプを限定するものではないと理解されるべきである。例えば、ＬＥＤは、前述したよう
に異なるスペクトルの放射を各々放出するように構成された複数のダイ（例えば、個別に
制御することが可能であるか又は可能でない）を有する単一の発光デバイスを指し得る。
また、ＬＥＤは、当該ＬＥＤの一体部分と見なされる蛍光体と関連され得る（例えば、幾
つかのタイプの白色ＬＥＤ）。
【００２７】
　［００２７］“発光エレメント”及び“光源”なる用語は、本明細書では入れ替え可能
に使用され、これらに限定されるものではないが、ＬＥＤ型光源（先に定義したような1
以上のＬＥＤを含む）、白熱光源（例えば、フィラメント電球、ハロゲン電球等）、蛍光
光源、燐光光源、高輝度放電光源（例えば、ナトリウム蒸気、水銀蒸気及び金属ハライド
電球）、レーザ、他のタイプのエレクトロルミネッセント光源、熱発光光源（例えば、炎
）、キャンドル発光光源（例えば、ガスマントル、炭素アーク放射光源）、光ルミネッセ
ント光源（例えば、ガス放電光源）及び発光ポリマを含む種々の放射光源の何れか1以上
を指すと理解されたい。
【００２８】
　［００２８］所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又はこれら両方の
組み合わせで電磁放射を発生するように構成することができる。従って、“光”及び“放
射”なる用語は、ここでは入れ替え可能に使用される。更に、光源は、一体部品として、
1以上のフィルタ（例えば、カラーフィルタ）、レンズ又は他の光学部品を含むことがで
きる。また、光源は、これらに限定されるものではないが、指示、表示及び／又は照明を
含む種々の用途のために構成することができると理解されるべきである。“照明光源”は
、内部又は外部空間を効果的に照明するために十分な輝度を持つ放射を発生するように特
別に構成された光源である。この点において、“十分な輝度”とは、周囲照明（即ち、間
接的に知覚され得ると共に、例えば全体的に又は部分的に知覚される前に1以上の種々の
介在表面から反射され得る光）を供給するために空間又は環境において発生される可視ス
ペクトルにおける十分な放射パワーを指す（放射パワー又は“光束”に関しては、しばし
ば、“ルーメン”なる単位が光源から全方向への全光出力を表すために使用される）。
【００２９】
　［００２９］“スペクトル”なる用語は、１以上の光源により生成された放射の何れか
１以上の周波数（又は波長）を指すものと理解されたい。従って、“スペクトル”なる用
語は、可視範囲における周波数（又は波長）のみならず、赤外、紫外及び全体の電磁スペ
クトルの他の領域における周波数（又は波長）をも指す。また、或るスペクトルは、相対
的に狭い帯域幅（例えば、実質的に僅かな周波数又は波長成分しか有さないＦＷＨＭ）又
は相対的に広い帯域幅（種々の相対強度を持つ幾つかの周波数又は波長成分）を有するこ
とができる。また、或るスペクトルは２以上の他のスペクトルの混合（例えば、複数の光
源から各々放出された放射の混合）の結果であり得ると理解されたい。
【００３０】
　［００３０］本開示の目的のため、“カラー（色）”なる用語は、“スペクトル”なる
用語と互換可能に使用されている。しかしながら、“カラー（色）”なる用語は、一般的
に、観察者により知覚可能である放射の特性を主に指すように使用される（もっとも、こ
の用い方は、この用語の範囲を限定する意図でない）。従って、“異なるカラー”なる用
語は、異なる波長成分及び／又は帯域幅を持つ複数のスペクトルを黙示的に示す。また、
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“カラー（色）”なる用語は、白色及び非白色光の両方との関連で使用することもできる
と理解されたい。
【００３１】
　［００３１］“色温度”なる用語は、通常、ここでは白色光との関連で使用されている
。もっとも、このような使用は該用語の範囲を限定しようというものではない。色温度は
、本質的に、白色光の特定の色含有量又は色合い（shade）を示す（例えば、赤みがかっ
た、青みがかった等）。或る放射サンプルの色温度は、通常、実質的に当該放射サンプル
と同一のスペクトルを放射する黒体放射体のケルビン（Ｋ）での温度により特徴付けられ
る。黒体放射体の色温度は、通常、約７００度Ｋ（典型的には、人の目にとり最初に見え
ると考えられている）から１０,０００度Ｋを超えるまでの範囲内に入る。白色光は、通
常、１５００～２０００度Ｋより上の色温度で知覚される。
【００３２】
　［００３２］より低い色温度は、通常、一層顕著な赤成分又は“暖かい感じ”を持つ白
色光を示す一方、より高い色温度は、通常、一層顕著な青成分又は“冷たい感じ”を持つ
白色光を示す。例示として、火は約１,８００度Ｋの色温度を有し、通常の白熱電球は約
２８４８度Ｋの色温度を有し、早朝の日光は約３,０００度Ｋの色温度を有し、曇った昼
の空は約１０,０００度Ｋの色温度を有する。約３,０００度Ｋの色温度を持つ白色光の下
で見られるカラー画像は相対的に赤みがかった色調を持つ一方、約１０,０００度Ｋの色
温度を持つ白色光の下で見られる同じカラー画像は相対的に青みがかった色調を持つ。
【００３３】
　［００３３］“照明器具（照明固定具）”なる用語は、ここでは、特定のフォームファ
クタ、アセンブリ若しくはパッケージでの１以上の照明ユニットの構成又は配置を指すた
め使用されている。“照明ユニット”なる用語は、ここでは、同一又は異なるタイプの１
以上の光源を含む装置を指すために使用されている。所与の照明ユニットは、光源（又は
複数の光源）のための種々の取付配置、エンクロージャ／ハウジング配置及び形状、並び
に／又は電気的及び機械的接続構造の何れかを有することができる。更に、所与の照明ユ
ニットは、オプションとして、当該光源（又は複数の光源）の動作に関係する種々の他の
部品（例えば、制御回路）に関連され得る（例えば、含む、結合される及び／又は一緒に
パッケージ化される）。“ＬＥＤ照明ユニット”とは、前述したような１以上のＬＥＤ型
光源を単独で又は他の非ＬＥＤ型光源との組み合わせで含む照明ユニットを指す。“多チ
ャンネル”照明ユニットとは、異なるスペクトルの放射を各々発生するように構成された
少なくとも２つの光源を含むＬＥＤの又は非ＬＥＤの照明ユニットを指し、上記異なる光
源スペクトルの各々を当該多チャンネル照明ユニットの“チャンネル”と称することがで
きる。
【００３４】
　［００３４］“コントローラ”なる用語は、ここでは、1以上の光源の動作に関係する
種々の装置を広く記述するために使用されている。コントローラは、ここで述べる種々の
機能を果たすために、多数の形態で（例えば、専用のハードウェアによる等）実施化する
ことができる。“プロセッサ”は、ここで述べる種々の機能を実行するために、ソフトウ
ェア（例えば、マイクロコード）を用いてプログラムすることができる１以上のマイクロ
プロセッサを使用するコントローラの一例である。ポテンショメータ（可変抵抗器）は、
ここで使用される“コントローラ”の他の限定しない例である。コントローラは、プロセ
ッサを使用するか又は使用しないで実施化することができ、幾つかの機能を実行するため
の専用のハードウェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば、1以上のプロ
グラムされたマイクロプロセッサ及び関連する回路）との組み合わせとして実施化するこ
ともできる。本開示の種々の実施態様で使用することが可能なコントローラ部品の例は、
これらに限定されるものではないが、通常のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、ポテンショメータ及びフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（Ｆ
ＰＧＡ）を含む。
【００３５】
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　［００３５］種々の構成において、プロセッサ又はコントローラは１以上の記憶媒体（
例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、EPROM及びEEPROM等の揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ
、フロッピーディスク、コンパクトディスク、光ディスク又は磁気テープ等であり、ここ
では広く“メモリ”と称する）に関連され得る。幾つかの構成例において、上記記憶媒体
は、１以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行された場合に本明細書で述べる
機能の少なくとも幾つかを実行する1以上のプログラムによりコード化することができる
。種々の記憶媒体は、プロセッサ若しくはコントローラ内に固定され、又は当該記憶媒体
上に記憶された1以上のプログラムをプロセッサ又はコントローラにロードして、ここで
述べる本発明の種々の態様を実施することができるように、移送可能なものとすることが
できる。“プログラム”又は“コンピュータプログラム”なる用語は、ここでは、1以上
のプロセッサ又はコントローラをプログラムするために使用することが可能な如何なるタ
イプのコンピュータコード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）をも示すように
汎用的な意味で使用されている。
【００３６】
　［００３６］“アドレス指定可能”なる用語は、本明細書では、（自身を含む）複数の
装置を意図する情報（例えば、データ）を受信すると共に、当該装置を意図する特定の情
報に選択的に応答するように構成された装置（例えば、光源全般、照明ユニット又は照明
器具、１以上の光源又は照明ユニットに関連するコントローラ又はプロセッサ、他の非照
明関連装置等）を指すために使用されている。“アドレス指定可能”なる用語は、しばし
ば、複数の装置が何らかの通信媒体を介して一緒に結合されたネットワーク化環境（又は
“ネットワーク”、更に後述する）に関連して使用される。
【００３７】
　［００３７］一ネットワーク構成例において、ネットワークに結合された１以上の装置
は、該ネットワークに結合された１以上の他の装置に対するコントローラとして働くこと
ができる（例えば、マスタ／スレーブ関係で）。他の構成例において、ネットワーク環境
は、当該ネットワークに結合された装置の１以上を制御するように構成された１以上の専
用のコントローラを含むことができる。一般的に、当該ネットワークに結合された複数の
装置は、各々、当該通信媒体上に存在するデータにアクセスすることができる。しかしな
がら、所与の装置は、当該ネットワークに対し、例えば自身に割り当てられた１以上の特
定の識別子（例えば、“アドレス”）に基づいてデータを選択的に交換する（即ち、デー
タを受信し及び／又はデータを送信する）ことができるという点で“アドレス指定可能”
であり得る。
【００３８】
　［００３８］ここで使用される“基準（データム）”なる用語は、測定値及び／又は向
きが取り込まれる又は決定される位置、点、レベル又は他の基準を指す。
【００３９】
　［００３９］上述した概念及び後に詳述する追加の概念の全ての組み合わせ（斯かる概
念が互いに矛楯しない限り）は、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図され
ることが理解されるべきである。特に、この開示の最後に現れる請求項に記載の主題の全
ての組み合わせは、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図される。また、参
照により本明細書に組み込まれる何れかの文献にも現れる、ここで明示的に使用される用
語は、ここに開示される特定の概念と最も一貫性のある意味が付与されるべきであると理
解されるべきである。
【００４０】
　［００４０］尚、図面において同様の符号は、異なる図を通して、同様の部分を概して
示している。また、各図は必ずしも寸法通りではなく、代わりに本発明の原理を解説する
に当たり概して誇張されている。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明の一実施態様による照明器具の概略前面図である。
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【図１Ｂ】図１Ｂは、本発明の一実施態様による照明器具の概略前面図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、本発明の一実施態様による照明器具の概略前面図である。
【図２】図２は、本発明の一実施態様による照明ユニットの斜視図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の一実施態様による照明ユニットの或る空間方位における側
面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の一実施態様による照明ユニットの他の空間方位における側
面図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、本発明の一実施態様による照明ユニットの他の空間方位における側
面図である。
【図４】図４は、本発明の一実施態様による取り付けられた光源及び光学エレメントの斜
視図である。
【図５】図５は、本発明の一実施態様による照明器具の概略図である。
【図６】図６は、本発明の一実施態様による光源を調整する方法のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　［００４７］出願人は、所定の基準（データム）に対する光源の向き（方位）に基づい
て光の強度（輝度）を調整することが有益であろうと認識及び理解した。
【００４３】
　［００４８］上記に鑑みて、本発明の種々の実施態様及び構成例は、選択的に調整可能
な光源を有する照明器具に関するもので、上記光源に関連付けられたセンサは該光源の動
きを感知すると共にコントローラと通信し、各光源から放出される光の強度を該光源の向
きに対応するように調整する。本発明の種々の実施態様／態様の説明は概して回転可能な
照明器具に関係するものとなっているが、適用例は、例えば建物の表面に対する建築照明
等の、種々の高さの区域を照明するために複数の回転可能な光源が使用される進んだ照明
設備に拡張することもできる。
【００４４】
　［００４９］ここで図面を参照すると、図１Ａには全体として符号１０により示された
照明器具の一実施態様が図示されており、該照明器具は、長軸Ｘ－Ｘに沿って延在すると
共に複数の照明ユニット１４が該軸Ｘ－Ｘの周りで回転するように取り付けられた長尺レ
ール１２を有している。この実施態様において、各照明ユニット１４は、通常、内部に動
作可能に取り付けられた少なくとも１対の光源１６及び１８（例えば、図２に示されてい
る）を含み、これら光源は光を異なる（好ましくは少なくとも部分的に重ならない）方向
に向けるために互いに或る角度で配置される。例えば、レール１２が壁２０に軸Ｘ－Ｘに
沿って取り付けられる場合、光源１６は光をレール１２より上に向ける一方、光源１８は
光をレール１２より下に向ける。他の実施態様によれば、照明ユニット１４は、当該照明
器具の用途に依存して、１個の光源ほど少ない及び数百以上ほど多いものを含み、任意の
数の光源を含むこともできる。
【００４５】
　［００５０］レール１２は、最も典型的にはＡＣ電源である電力源２４に動作可能に接
続される、該レール内に又は該レールに沿って配置されたケーブル／ワイヤ等の電力伝送
媒体２２を含むことができる。電力伝送媒体２２は、光源１６及び１８に電力を供給する
ために各照明ユニット１４に動作可能に直列に接続される。
【００４６】
　［００５１］一態様によれば、図１Ａに示されるように、照明ユニット１４に対し電力
を供給し又は電力を取り除く目的で、レール１２に沿って及び／又は隣接してスイッチ５
０を取り付けることができる。本発明の他の態様では、照明ユニット１４に電力に供給す
るために専用のスイッチは設けられることはなく、電力は各照明ユニット１４から、当該
照明ユニットが中立の（又はＺ軸若しくは何らかの他の可能性のある軸（若しくは方位）
に対して０°の）位置にされた場合に取り除かれる。照明ユニット１４を手動で回転させ



(11) JP 2016-535399 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

ることは、放出される光の強度が該照明ユニットの相対位置により決定されるように電力
が当該照明ユニットに供給されるようにさせる。
【００４７】
　［００５２］一実施態様において、照明ユニット１４は、図２及び図３Ａ～Ｃに反映さ
れているように、長軸Ｙ－Ｙに沿って延びる長尺ハウジング２６を有している。ハウジン
グ２６は１以上のハウジングマウント３２により大凡中間点で分離される２つの長尺部分
２８及び３０により画定され、上記ハウジングマウントは当該ハウジングに取り付けられ
ると共に、各照明ユニット１４をレール１２に取り付けて回転を可能にするように働く。
例えば、ハウジングマウント３２はレール１２のための開口を画定する１以上の取付金具
（ブラケット）とすることができる。一実施態様によれば、長尺部分２８及び３０は光源
１６及び１８により放出される光を指向させるために断面が概ねＵ字状のものとすること
ができる。照明ユニット１４は断面が概ねＵ字状のものとすることができるが、他の形状
も同様に採用することができると理解されたい。
【００４８】
　［００５３］幾つかの実施態様において、照明ユニット１４は図２に示された光源１６
及び１８等の複数の光源を含む。例えば、斯かる光源の１以上はＬＥＤ型光源であり得る
。更に、斯かるＬＥＤ型光源は、直線的、二次元的又は三次元的構成のアレイを含む１以
上のＬＥＤを有することができる。該光源は所定の属性（即ち、色彩強度、色温度等）を
持つ光を放出するように駆動され得る。照明ユニット１４には、種々の異なるカラーの放
射を発生するように構成された多数の異なる数の及び種々のタイプの光源（全てがＬＥＤ
型光源、単独又は組み合わせでのＬＥＤ型及び非ＬＥＤ型光源等）を採用することができ
る。例えば、幾つかの実施態様において、照明ユニット１４は２以上の異なるカラーのＬ
ＥＤを含む。従って、ここに説明する照明ユニットの空間方位は、放出される光のカラー
又は色温度の調整も生じさせ得る。
【００４９】
　［００５４］一実施態様によれば、ハウジングマウント３２は、レール１２が摩擦的に
貫通することができる環状の開口を有すると共に、好ましくは、照明ユニット１４のレー
ル１２の周りでの選択的回転のみならず、作動力が付与されない場合の照明ユニット１４
の静止した確実な固定の両方を可能にするゴム又は他の摩擦性コーティングを含む。また
、ハウジングマウント３２及び照明ユニット１４は、例えばユーザが当該器具を選択的に
作動させた場合に、平衡力が、他の力が加えられるまで該器具を静止状態に留まらせるよ
うに設計することもできる。
【００５０】
　［００５５］照明ユニット１４は、更に、照明ユニット１４の内側に向く表面に取り付
けられると共に前記部分２８及び３０の表面の全体又は一部並びに、オプションとして、
ハウジングマウント３２もの輪郭を描く１以上のヒートシンク３４を含むことができる。
これらヒートシンクは、光反射器としても機能することができる。ヒートシンク３４は前
記光源１６及び１８の１以上に動作可能に接続することができる。
【００５１】
　［００５６］一実施態様によれば、各照明ユニット１４は１以上の光源を動作させるよ
うに機能する制御回路３６を更に含んでいる。制御回路３６は、プロセッサを採用して又
は採用しないで実施化することができる一方、幾つかの機能を実行するための専用のハー
ドウェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば、１以上のプログラムされた
マイクロプロセッサ及び関連する回路）との組み合わせとして実施化することもできる。
例えば、加速度計等のセンサ、マイクロプロセッサ、光源１６及び１８に動作可能に接続
されたＬＥＤドライバ等の一対の光源ドライバ並びに電力源又はコンバータの１以上を含
む回路基板とすることができる。熱を管理するために、制御回路３６は部分２８又は３０
の何れか内のヒートシンク３４上に取り付けることができる。
【００５２】
　［００５７］開示された実施態様において、照明ユニットは、図３Ａ及び図３Ｂに示さ
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れるように、照明器具１０に対し上下の（又は、表面に対してレール１２がどの様に取り
付けられるかに依存して左右の）光案内／指向機能を提供する。この実施態様において、
光源１６及び１８は当該ハウジングに対して、各々、光軸Ａ－Ａ及びＢ－Ｂが約９０度の
角度（多数の他の角度も可能である）で隔てられるように取り付けられている。
【００５３】
　［００５８］図３Ａ～図３Ｃは、光強度が照明ユニット１４の向きに基づいてどの様に
調整されるかも示している。例えば、照明ユニット１４の上側長尺部分２８が図３Ａに示
されるように垂直に対して４５°回転された場合、光源１８の強度（輝度）は低くされる
一方、光源１６の輝度は高くされる。このようにして、当該ハウジングが該第１方位に位
置される場合、光源１６により放出される光の強度は光源１８により放出される光の強度
よりも強い。この例において、光源１８は壁２０に略真っ直ぐに向けられるので、低い輝
度はホットスポット（即ち、過度に明るいスポット）が壁面に現れることを防止する。こ
れに応じて、光源１６は壁２０から離れるように向けられ、該光源の輝度を増加させるこ
とにより、該光源の光放射は壁２０を一層均一な照明で広くカバーする。
【００５４】
　［００５９］他の例として、照明ユニット１４の上側長尺部分２８が図３Ｂに示される
ように垂直に対して－４５°回転された場合、光源１６の輝度は低くされる一方、光源１
８の輝度は高くされる。このようにして、当該ハウジングが該第２方位に位置される場合
、光源１８により放出される光の強度は光源１６により放出される光の強度よりも強い。
この例において、光源１６は壁２０に略真っ直ぐに向けられるので、低い輝度はホットス
ポット（即ち、過度に明るいスポット）が壁面に現れることを防止する。これに応じて、
光源１８は壁２０から離れるように向けられ、該光源の輝度を増加させることにより、該
光源の光放射は壁２０を一層均一な照明で広くカバーする。
【００５５】
　［００６０］更に他の例として、図３Ｃに示されるように、照明ユニット１４が両光源
１６及び１８を伴って垂直に対し０°に向けられた場合、各光源１６，１８には壁２０上
に均一な照明効果を生じさせるように低い輝度が供給される。如何なる所与の向きの照明
ユニット１４に関連する輝度のレベルも、所望の効果に基づいて選択することができると
理解されるべきである。
【００５６】
　［００６１］例えば、図１Ｂに示されるように、２つの照明ユニットの長尺部分２８は
垂直に対して約－４５°回転される（図３Ｂと同様に）と共に、これら照明ユニットの光
源１８の輝度は増加され、これにより、壁２０を下に向かって照らす光のビーム２５が結
果として生じる。同様に、図１Ｃに示されるように、右端側及び左端側の幾つかの照明ユ
ニットは垂直に対して約－４５°回転される（図３Ｂにおけるように）と共に、中央の幾
つかの照明ユニットは垂直に対して約４５°回転される（図３Ａにおけるように）一方、
当該照明ユニットの残りのものは中立にされる（図３Ｃにおけるように）。これらの回転
された照明ユニットの光源の輝度は、ここで説明したように、適切に強められるか又は弱
められる。従って、個別の照明ユニット１４の１以上の選択的な回転により、多数の異な
る照明パターンを生成することができる。
【００５７】
　［００６２］本発明は、単色の光をサポートすることができるか、又は、代わりに、ユ
ーザが発生される光効果のカラー若しくは色温度を制御する能力を含むことができると理
解されるべきである。
【００５８】
　［００６３］一実施態様によれば、各光源は、図４に示されるように、マウント（取付
具）４８上又は内に取り付けることができる。単一のマウント上に複数の光源が存在し得
るか、又は各光源が自身のマウントを有することができる。例えば、光源１６をマウント
４８上に取り付けることができると共に、光源１８をマウント５０（図示されないが、マ
ウント４８と同一である）上に取り付けることができる。光源に対するマウントとして働
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くことに加えて、マウント４８は光学エレメント５２のための足場を提供することができ
、該光学エレメントは、レンズ、光拡散器又は光源１６及び１８から放出される光に対し
て所望の照明効果を付与する他のエレメントであり得る。
【００５９】
　［００６４］図５を参照すると、照明器具１０における照明ユニット１４ａ及び１４ｂ
の各々は、当該照明ユニットに、これらに限定されるものではないが、壁２０、レール１
２、地球の重力場、磁北、水平及び他の多くの基準点を含む所定の基準（データム）に対
する照明ユニット１４の向き（方位）に基づいた自動調整機能を付与する自身の制御回路
（３６ａ及び３６ｂ）を含む。光の強度が、制御すべき好ましい特性であるが、カラー、
色温度等（これらに限定されるものではない）を含む他の特性を制御することもできる。
一実施態様によれば、電力源５２０がＡＣ／ＤＣコンバータ５３０につながり、結果とし
ての電力はコントローラ５００ａ、センサ５４０ａ、光源ドライバ５１０ａ並びに光源１
６ａ及び１８ａの各々に供給される。
【００６０】
　［００６５］センサ５４０ａは、固定点、重力場、磁場及び種々の他の基準等の所定の
基準に対する照明ユニット１４の向きを決定する。コントローラ５００ａは、センサ５４
０ａと光源１６ａ及び１８ａとの間に動作可能に接続されている。光源ドライバ５１０ａ
はコントローラ５００ａと、光源１６ａ及び１８ａとの両方に動作可能に接続されている
。センサ５４０ａは、例えば、自身のＺ軸上の重力を測定すると共に該データをコントロ
ーラ５００ａに送出する加速度計等の微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）であり得る。セ
ンサ５４０ａは、例えば、磁場センサ、光センサ又は多数の他のタイプのセンサの何れか
とすることもできる。照明ユニット１４ａはレール１２の周りに自由に回転するので、上
記Ｚ軸に沿う重力は該照明ユニット１４ａの回転位置に対して変化する。従って、レール
１２上で照明ユニット１４ａを手動で又は自動で回転させることにより、センサ５４０ａ
により感知される重力は変化し、この値はセンサ５４０ａからコントローラ５００ａに電
気的出力として渡される。コントローラ５００ａが該データをセンサ５４０ａから受信し
た場合、該コントローラは、この電気的入力を光源ドライバ５１０ａに送出される電気的
出力に変換し、かくして、該光源ドライバは光源１６ａ及び／又は１８ａにより放出され
る光の強度を照明ユニット１４ａの向きに依存して調整する。他の例として、当該制御基
板は各光源に対して別個の光源ドライバを含むこともできる。当該光強度の調整は、例え
ば、パルス幅変調（当該ＬＥＤの平均電流を変化させるために、最大レベルでパルス駆動
されるＬＥＤ電流のデューティサイクルを変化させる）又は制御電流（当該ＬＥＤの定常
電流を直接変化させるためにＬＥＤ電流を変化させる）等の何らかの従来の方法又は他の
方法で達成される。
【００６１】
　［００６６］本発明の一実施態様において、照明器具１０は、図５に示されるように、
レール１２（図示略）に沿って取り付けられた複数の光源１４（１４ａ及び１４ｂ）を含
む。電力は、照明ユニット１４ａから照明ユニット１４ｂに、レール１２上又は内に配置
されたケーブル又はワイヤ等の電力伝送媒体２２を介して伝送される。この実施態様では
２つの照明ユニットのみが図示されているが、可能性のある照明ユニットの数は２に限定
されるものではない。更に、複数の照明器具を、結合ユニットとして機能するように一緒
に配置することもできる。これら複数の照明器具は、物理的に互いに独立のものとするこ
とができ、有線通信によりネットワークを介して接続することができ、又は互いに無線通
信状態にすることができる。更に、幾つかの実施態様において、照明ユニット１４は、所
望のパターンの協調された光出力又は協調された動的照明効果を発生させるために、前述
したようにネットワークを介して個別にアドレス指定可能なものとすることができる。
【００６２】
　［００６７］照明ユニット１４ｂは、コントローラ５００ｂ、センサ５４０ｂ、光源ド
ライバ５１０ｂ並びに光源１６ｂ及び１８ｂの各々を含む。照明ユニット１４ａと同様に
、照明ユニット１４ｂはレール１２の周りに自由に回転し、その場合、前記Ｚ軸に沿う重
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力は該照明ユニット１４ｂの回転位置に対して変化する。従って、レール１２上で照明ユ
ニット１４ｂを手動で又は自動で回転させることにより、センサ５４０ｂにより感知され
る重力は変化し、この値はセンサ５４０ｂからコントローラ５００ｂに電気的出力として
渡される。コントローラ５００ｂは光源ドライバ５１０ｂに信号を送出し、該光源ドライ
バは光源１６ｂ及び／又は１８ｂから放出される光の強度を当該照明ユニット１４ｂの角
度に依存して調整する。
【００６３】
　［００６８］一態様によれば、照明器具内の各照明ユニット１４は、当該照明ユニット
内の光源から放出される光強度の独立した制御部を有するという点で、他の照明ユニット
からは独立している。他の態様において、各照明ユニットのコントローラ５００は、アド
レス指定可能であると共に自身に隣接する照明ユニットの各光源から放出される光の輝度
を知るようにプログラムされており、必要なら、それに応じて自身の輝度を調整すること
ができる。他の例として、電力線通信、有線データバスを介する通信、無線ＲＦ通信、又
は符号化可視又はＩＲ光などの光可能化通信等の、各照明ユニット１４に対する接続性の
追加も、各照明ユニット１４が隣接する光源の光強度を知って応答することを可能にする
所要の手段を提供することができる。
【００６４】
　［００６９］幾つかの実施態様において、例えば、照明器具内の照明ユニットは、複数
の照明ユニットが一緒に機能することができるように、隣接する照明ユニットと通信し又
は隣接する照明ユニットから放出される光を知るようにする。例えば、照明器具１０によ
り放出される全体の光パターンは、該照明器具内の複数の照明ユニット１４の協調の結果
であるものとすることができる。このような協調は、照明器具１０から放出される全体の
光パターンが、複数の照明ユニット１４のうちの１以上が回転され、オン若しくはオフさ
れ、又は当該照明ユニットにより放出される光がそれ以外で変更された場合においてさえ
、一定のままとなることを可能にする。一例として、照明器具１０は、有線又は無線で通
信する４つの照明ユニットを含むことができる。該４つの照明ユニットは、例えば、単一
のコントローラに動作可能に接続することができる。該４つの照明ユニットの各々は、上
記コントローラ及び／又は他の照明ユニットに、レール１２の周りでの自身の向きに関す
る、及び当該照明ユニットにより放出される光の輝度、カラー及び他の特性に関する情報
を送信する。例えば、該４つの照明ユニットのうちの１つが回転された場合、該回転され
た照明ユニットは自身の新たな向き（及び／又は自身の向きの変化）に関する情報を、他
の３つの照明ユニットに又は中央コントローラに送信し、これらは当該４つの照明ユニッ
トの１以上により放出される光を、当該照明器具により放出される全体の光パターンの輝
度、カラー又は方向の如何なる変化も防止するように調整することができる。従って、照
明ユニット１４は、当該照明器具１０により放出される全体の光パターンに影響を与える
又は変化させることなく、該照明器具の如何様なパターン、デザイン又は外観をも形成す
るために回転させることができる。
【００６５】
　［００７０］本発明の他の態様において、照明器具１０内の照明ユニット１４の１以上
は、ユーザが手又は工具をレール１２に取り付けられた照明ユニット１４に沿って一方の
側から他方へスライドさせることを可能にする傾斜側壁を含み、全ての照明ユニットを同
一の向きに素早く配置するようにする。このことは、ユーザにより費やされるべき最少の
時間で、照明効果の均一又は徐々の変化を生じさせる。例えば、各照明ユニットの側壁は
、使いやすさを最大にするために４０°で傾斜させることができる。他の実施態様によれ
ば、各照明ユニット１４は、ユーザが当該照明ユニットの１以上の端部を把持し、該照明
ユニットを所望の向きに到達するまでレール１２の周りで回転することにより精密に設定
することができる。
【００６６】
　［００７１］照明ユニット１４に電力を供給するために、電力伝送媒体２２は当該レー
ルを経て該レールに形成された孔の外部へと延びると共に各照明ユニット１４につながる
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ケーブル又はワイヤとすることができる。他の例として、ハウジングマウント３２の内側
表面上に、２つの半部に分割されたレール１２と接触する１対の電気接点を形成すること
ができ、該レールの上側半部は陽極として働く一方、該レールの下側半部は陰極として働
く。他の代替例として、電力の伝送は、レール１２と各照明ユニット１４との間の容量的
電力結合を用いて達成することもできる。更に他の例として、電力の伝送は誘導結合によ
り実現することもできる。レール１２を経て形成された孔を介して延びる専用の配線を除
き、これら態様の全てにおいて、当該電力伝送手段の各々は照明器具１０のモジュール化
を容易にする。如何なる数の照明ユニット１４も、システム全体に影響を与えることなく
追加し又は取り除くことができ、唯一の制限因子はレール１２の長さである。
【００６７】
　［００７２］照明ユニット１４の向き（方位）を感知することに関して、一実施態様は
、方位軸として地球の重力場を利用することができる加速度計の使用を含む。この実施態
様は、照明器具１０が壁２０にわたって水平に延びるレール１２により取り付けられる場
合、地球の重力及び該壁の表面は互いに略平行になるので、良好に動作する。他の方位セ
ンサは、ハウジングマウント３２又は照明ユニット１４の他の部分に埋め込まれると共に
軸Ｘ－Ｘの周りの相対又は絶対回転を測定するように構成された抵抗性センサ、光学セン
サ又は磁気センサを含むことができる。他の代替例として、斯かる感知は、表面に対して
、各光源１６，１８の背部に埋め込まれると共に当該光源と該光源が照明する表面との間
の距離を測定するセンサを用いて実行することができる。この態様においては、照明する
表面に対する当該光源の相対角度も関連性のあるものとなり、この形態の感知を達成する
ために光学センサを用いることができる。更に他の態様において、斯かる感知は他の照明
ユニット１４に対して実現することができる。この態様においては、相対配置を絶対配置
に変換することができるように、隣接する照明ユニット１４の間に通信が存在する。この
相対配置は、光学、磁気又は電気／抵抗タイプのセンサを用いて実施することができる。
他の態様においては、第１実施態様と同様に、感知を地球の特性に対して決定することが
できる。この態様では、加速度計を重力に対して使用することができるか、又は磁力計を
真北に対して使用することができ、追加の校正ステップによれば、地球の磁場及び／又は
重力に対して垂直又は平行でない壁を取付面として用いることができる。
【００６８】
　［００７３］図６を参照すると、本発明の一実施態様による所望の照明パターンを形成
する方法を示すフローチャートが開示されている。ステップ６００において、複数の回転
可能な照明ユニットを含む照明器具が設けられる。該照明器具は、本明細書で説明された
実施態様の何れか又はそれ以外で想定されるものとすることができる。例えば、照明器具
１０は、長軸Ｘ－Ｘに沿って延びる長尺レール１２を含むことができ、該レールには複数
の照明ユニット１４が該Ｘ－Ｘ軸の周りに回転するよう取り付けられる。各照明ユニット
は、好ましくは、当該照明ユニット上に動作可能に取り付けられた一対の光源１６及び１
８を含み、これら光源は種々の輝度の光を異なる（好ましくは、少なくとも部分的に重な
らない）方向に向けるよう配置される。
【００６９】
　［００７４］照明ユニット１４は、当該照明器具の用途に依存して、１個の光源ほど少
ない、及び数百以上もの多くを含む、如何なる数の光源を含むこともできる。例えば、光
源１６及び１８の１以上は、ＬＥＤ型光源とすることができる。更に、該ＬＥＤ型光源は
、直線状、二次元又は三次元構成のＬＥＤのアレイを含む、１以上のＬＥＤを有すること
ができる。該光源は、所定の特性（即ち、色彩強度、色温度等）の光を放出するように駆
動することができる。種々の異なるカラーの放射を発生するように構成された多くの異な
る数の種々のタイプの光源（全てがＬＥＤ型光源、ＬＥＤ型及び非ＬＥＤ型光源が単独又
は組み合わせで、等）を照明ユニット１４に採用することができる。
【００７０】
　［００７５］ステップ６１０において、複数の照明ユニット１４のうちの少なくとも１
つがレール１２の周りで選択的に回転される。該照明ユニットは、例えば、ユーザにより
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手動で回転され得、又は該回転は自動化されたものであり得る。例えば、当該照明器具又
は個々の照明ユニットは、該照明器具又は個々の照明ユニットを回転させるモータ又は他
の回転機構を含むことができる。一実施態様として、当該照明器具は一日の特定の各時刻
に１以上の所定の向きに回転するようプログラムすることができ、その場合、照明器具１
０は時計、又は一日における時刻及び／又は一年における時刻を決定するための他の方法
を含む。例えば、当該照明器具は自身を朝には第１の所定の向きに、及び夕方には第２の
所定の向きに自動的に向けることができる。他の実施態様として、当該照明器具は周囲光
レベルに基づいて１以上の所定の向きに回転するようプログラムすることができ、その場
合、照明器具１０は周囲光センサを含む。例えば、当該照明器具は自身を、周囲光レベル
が高い場合は第１の所定の向きに、及び周囲光レベルが低い場合は第２の所定の向きに自
動的に向けることができる。
【００７１】
　［００７６］ステップ６２０において、当該照明器具又は個々の照明ユニットは、自身
の向きに関する情報を受信する。当該照明器具又は個々の照明ユニットが、ユーザにより
既存の向きから第２の向きへ動かされた場合、該新たな向きが決定されなければならない
。一実施態様によれば、該新たな向きは、他の基準点のなかでも、とりわけ、壁、レール
１２、地球の重力場及び／又は磁北等の基準に対して決定される。従って、照明器具１０
及び／又は個々の照明ユニット１４は、向きを決定するために使用することができる多数
の他のタイプの検出可能な特性のなかでも、とりわけ、重力、光又は磁場等の方位特性を
決定するために使用される１以上のセンサ５４０を含む。各照明ユニット１４はレール１
２の周りに自由に回転するので、当該照明ユニットのＺ軸に沿う重力は該照明ユニットの
回転位置に対して変化する。従って、照明ユニット１４をレール１２上において手動で又
は自動的に回転させることにより、センサ５４０により感知される重力は変化し、この情
報はステップ６３０において当該照明ユニットの向きを決定するために使用される。
【００７２】
　［００７７］一実施態様によれば、当該照明器具又は個々の照明ユニットは、１以上の
センサ５４０から自身の向きに関する情報を継続的に受信する。代わりに、当該照明器具
又は個々の照明ユニットは、向きの変化が検出されたかのセンサ５４０からのデータを特
別にリクエストすることができ、又はセンサ５４０は、動き、事前にプログラムされた閾
を超えるセンサデータの変化があった場合に、若しくは事前にプログラムされた間欠的な
期間で、センサデータを送信するようにプログラムすることができる。
【００７３】
　［００７８］ステップ６３０においては、当該照明器具又は個々の照明ユニットの新た
な向きが決定される。照明ユニット１４は、センサ５４０からのセンサデータを、継続的
に、間欠的に又は事前にプログラムされたイベントに応答して、受信及び／又はリスクす
るコントローラ５００を含むことができる。コントローラ５００は、照明ユニット１４の
移動後の向きを決定するためにセンサ５４０からのデータを使用するように事前にプログ
ラムすることができる。一実施態様によれば、コントローラ５００は前記加速度計の出力
を受信すると共に、向きを決定するために該データを使用するよう事前にプログラムされ
たマイクロプロセッサである。加速度計は、直線加速度及び局部的重力場の両方に対して
感知的であり得、従って当該加速度計の移動並びにピッチ及びロール方位角に関する情報
を供給することができる。例えば、三軸加速度計は、ｘ、ｙ及びｚ軸に関する情報を供給
することができる。上記マイクロプロセッサは、当該加速度計による直線加速度の検出に
基づいて移動が生じたかを先ず決定するようプログラムすることもできる。
【００７４】
　［００７９］一例として、図３Ａ～図３Ｃは照明ユニット１４のレール１２の周りでの
回転を図示している。照明ユニット１４が何れかの第１位置から第２位置へ回転され、例
えば、該照明ユニット１４の上側長尺部分２８が図３Ａに示されるように垂直に対して約
４５°となった場合、センサ５４０により直線加速度が検出され、該センサは該新たな向
きに関する情報をコントローラ５００に供給する。同様に、照明ユニット１４が何れかの
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第１位置から第２位置へ回転され、例えば、該照明ユニット１４の上側長尺部分２８が図
３Ｂに示されるように垂直に対して約－４５°となった場合、センサ５４０により直線加
速度が検出され、該センサは該新たな向きに関する情報をコントローラ５００に供給する
。ステップ６４０において、回転された照明ユニット１４における光源１６及び／又は光
源１８の輝度が、ステップ６３０において決定された向きに基づいて調整される。図３Ａ
及び図３Ｂは、光の強度が照明ユニット１４の向きに基づいてどの様に調整されるかの一
実施態様を示している。図３Ａにおいて、例えば、照明ユニット１４の上側長尺部分２８
が垂直に対して約４５°である位置に向けられた場合、光源１８の輝度は低くなる一方、
光源１６の輝度は高くなる。従って、この向きへの照明ユニットの移動の結果、光源１８
は第１輝度から第２の低い輝度に調整され、光源１６は第１輝度から第２の高い輝度へ調
整される。同様に、図３Ｂにおいて、照明ユニット１４の上側長尺部分２８が垂直に対し
て約－４５°である位置に向けられた場合、光源１６の輝度は低くなる一方、光源１８の
輝度は高くなる。従って、この向きへの照明ユニットの移動の結果、光源１６は第１輝度
から第２の低い輝度に調整され、光源１８は第１輝度から第２の高い輝度へ調整される。
【００７５】
　［００８０］光源１６及び１８の輝度の上記調整は、例えば、パルス幅変調（当該ＬＥ
Ｄの平均電流を変化させるために、最大レベルでパルス駆動されるＬＥＤ電流のデューテ
ィサイクルを変化させる）若しくは制御電流（当該ＬＥＤの定常電流を直接変化させるた
めにＬＥＤ電流を変化させる）等の何らかの従来の方法又は他の方法で達成することがで
きる。ステップ６５０において、照明ユニット１４のうちの１以上が再び回転されると、
当該照明ユニットが新たな向きをとることに応答してステップ６２０、６３０及び６４０
が反復される。新たな向きが所定の閾を満たさない程度に第１の向きから大きく相違しな
い場合、光強度の変更が当然なされるというものではない。
【００７６】
　［００８１］以上、本発明の幾つかの実施態様を本明細書において説明及び図示したが
、当業者であれば、ここに説明した機能を実行し、及び／又はここで述べた結果及び／又
は利点の1以上を得るための種々の他の手段及び／又は構成に容易に想到するであろう。
このような変形例の各々は、ここに述べた本発明の実施態様の範囲内であると見なされる
。もっと一般的に言うと、当業者であれば、ここに述べた全てのパラメータ、寸法、材料
及び構成は例示的なものであることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材料及び／又は
構成は、本発明の教示が用いられる特定の用途に依存するであろうことを容易に理解する
であろう。当業者であれば、ここで述べた本発明の特定の実施態様に対する多くの均等物
を認識し、又は通例の実験を用いるだけで確認することができるであろう。従って、上述
した実施態様は例示としてのみ提示されたものであり、添付請求項及びその均等物の範囲
内で、本発明の実施態様は、特定的に説明及び請求項に記載したもの以外で実施すること
ができると理解されるべきである。更に、２以上の斯様なフィーチャ、システム、物品、
材料、キット及び／又は方法の如何なる組み合わせも、相互に矛楯しない限り、本開示の
発明の範囲内に含まれるものである。
【００７７】
　［００８２］ここで定められ及び使用された全ての定義は、辞書の定義、参照により組
み込まれた文献における定義及び／又は定義された用語の通常の意味を規制すると理解さ
れるべきである。
【００７８】
　［００８３］本明細書及び請求項で使用される単数形は、そうでないと明示しない限り
、“少なくとも１つの”を意味すると理解されるべきである。本明細書及び請求項で使用
される場合、１以上のエレメントのリストを参照する“少なくとも１つの”なる語句は、
該エレメントのリストにおけるエレメントの何れか１以上から選択された少なくとも１つ
のエレメントを意味するものであり、該エレメントのリスト内の各及び全エレメントの少
なくとも１つを必ずしも含むものではなく、該エレメントのリスト内のエレメントの如何
なる組み合わせをも除くものではないと理解されるべきである。この定義は、上記“少な
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くとも１つの”なる語句が参照する上記エレメントのリスト内で特別に識別されるエレメ
ント以外のエレメント（上記の特別に識別されたエレメントに関係するか又は関係しない
かに拘わらず）がオプションとして存在することも可能にする。
【００７９】
　［００８４］明確にそうでないと示さない限り、請求項に記載された２以上のステップ
又は動作を含む如何なる方法においても、該方法のステップ又は動作の順序は、これらス
テップ又は動作が記載された順序に必ずしも限定されるものではないと理解されるべきで
ある。
【００８０】
　［００８５］また、請求項における括弧内の符号は、便宜のためにのみ設けられたもの
であり、当該請求項を如何なる形でも限定するものと見なしてはならない。
【００８１】
　［００８６］請求項及び上記明細書において、“有する”、“含む”、“担持する”、
“持つ”、“収容する”、“伴う”、“保持する”及び“からなる”等の全ての移行句は
非制限的であると、即ち含むが限定されるものではないことを意味すると理解されるべき
である。“からなる”及び“から本質的になる”なる移行句のみが、各々、制限的又は半
制限的移行句である。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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